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＜連絡事項＞
・東病棟の家族洗濯や差し入れ対応について。
①医事総合案内に患者様の御家族がいらした場合、電話連絡が入った際には、南病棟Aユニット側の玄関をご案内して頂く。
②南病棟Aユニット側の玄関に御家族がいらしたら東病棟Bユニット内線（243）またはリーダーPHS（116）に電話をして頂く。
　※ユニット問わず、Bユニットへ連絡を。
③東病棟職員が一定の距離を保って御家族対応をする。
　直接棟Aユニット側の玄関に御家族がいらしたら、上記対応をお願いします。

・中森 みや子様～本日２Fへ直接入院。妄想強い。薬に関するこだわり強いので対応注意。
・6/5　西かずこ様　過量服薬でおおぞらクリニックから南病棟へ入院予定。

＜患者様連絡事項＞
＜退院支援状況>
・ご家族様と日程調整を行い下記日程で南山苑入所予定です。退院時処方は1週間分処方すること。

○沼舘房子様
　　6/5　10：00　
　　ご家族様が明日（6/3）面会の予定があるため、その時に退院時に着る衣類を南病棟に持参するそうです。退院処方、退院指示貰い済。

○土嶺晴子様
　　6/6　10：00
　　夫様の病院受診の都合により、当苑の面談を9：00から行う予定です。面談終了時間によっては、当苑のスタッフのみで入所のお迎えにいくことになります。退院処方、退院指示貰い済。

・また下記2名も受け入れ可との連絡有りました。こちらも書類の作成に取り掛かって下さい。
瀧澤敏雄様(川守田NS)
佐藤鉄男様（川瀬NS)

荻沢　計助様～SpO2低下あり船場Drから酸素指示受ける。ゼリーでの内服もムセ強く吸引でゼリーひける。絶食にし、内服もどうするか週明け主治医に相談を。

湊　さわ様～南部山さきおりの家で空きが出るため本日急遽訪問調査。小屋敷氏から家族連絡済み。すぐにでも取りたいとの事で、対応していく。

＜馬渡Dr診察＞
・中野　徹與様～要求が通らず突如粗暴的となることがあった。バルプロ酸400mg→600mgへupしている。

・土嶺　晴子様～6/6南山苑への入所が決定。

・大沢　あい子様～家族とケアマネの今後についての意向の違いはどうか。6/6ケアマネの訪問調査後は、今後についての方針が固まった状態であること。

[bookmark: _GoBack]・各受け持ちスタッフは退院支援を進めてください。

＜リハより＞
・柳町　信之様～昨日金Drの診察あり、本日から歩行器再開とする。

＜要注目患者様＞
・西塚　愛子様～準夜帯微熱、日勤37.0℃、痰絡みあるも口腔ケアで除去できる範囲内。

・竹内　隆夫様～準夜で血圧80台も回復、酸素3Lで状態変わらず。コール頻回、都度吸引。末梢チアノーゼ強く耳でSPO2測定。夜間点滴漏れありさしかえ。

・荻沢　計助様～9：00　38.3℃、SPO277％で酸素開始。4Lで93～97％、午後には体温37.4℃までさがる。食事のゼリーは内服分のみ。

・佐々木　レイ子様～部屋分からず誘導要す。奇異行動はないが排泄失敗あるためこまめに様子見る。

・中野　徹與様～面会に関して怒り、スタッフに粗暴行為あり。その後は穏やか。

・高原　いと様～状態変わりなし。

・佐藤　暹様～尿便失禁頻回、ベッド上で排便してしまう。故意に前に倒れ込む様子あり。言うとおりにならないと不機嫌。興奮はない。

・沼舘　房子～準夜帯に不眠時使用も入眠できず。その後も起きている。

・平野　光枝様～準夜浅眠で深夜帯に不眠時使用。その後は入眠でき日中穏やか。。

・大沢　あい子様～シルバーカーで歩行問題なし。


＜入院患者様＞
　氏　　名:中森　みや子（なかもり　みやこ）様
　生年月日:昭和22年11月25日　75歳
　病　　名:中等度アルツハイマー型認知症
　性　　別:女性
　主 治 医:深澤Dr.
　入院形態:医療保護入院
　病　　棟:南病棟Bユニット
　＜経過＞
　同胞3名の第1子(長女)として名川町にて出生。昭和46年頃まで静岡県の水産加工場を転々とする。昭和48年～昭和56年栃木県日立製作所等へ勤務。昭和56年には、アルコール好きで働かない父に対し本人が腹をたて、スコップで殴る等の暴力もあった。平成3年頃より被害妄想があり、実家へ金槌を持って殴りこみに行ったり、アルバイト先の人への暴力行為もあった。平成11年3月9日、民生委員から相談があり、民生委員同行で当院受診。本人は廃物などを収集し、散乱させ、無為絶食・不潔好褥著明。同年10月下旬頃から、妹や弟の声で幻聴があったり自宅小屋の壁の隙間から声が聞こえてきたりするとのこと。以降幻聴様症状増悪し、小屋の周辺で動物がいるような音がする・天井から兄弟の声がする
等の訴えも出現。H11.11.18～H30.1.19の前回当院入院治療歴あり。退院以後はグループホーム「赤ずきん」に入所していた。治療は三戸中央病院で継続して行っていて、しばらく安定している状態で経過していた。しかし、R5年4月に入ってから施設内での拒絶症や易怒性、要求が通るまで職員に話しかける、「私の髪でない毛が部屋に落ちている」等の訴え、自分の髪を抜いていくなどの不穏、興奮症状が強まっていたことで入院希望があり、6.2受診。被害妄想、敵意などが強く入院治療の必要性があるが、本人の病識がない為、家族(弟様)の同意を得て本日南病棟へ医療保護入院となった。
